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1．背景と研究目的 

近年、電気と微生物の相互作用を利用して、微生物の活性化や汚染物質を分解して発電する技術が開

発されつつある。この技術に、更に太陽電池を組み合わせて自立分散型の土壌や水の微生物生物浄化シ

ステムや、浄化と同時に発電してエネルギー回収するシステムの開発が期待されている。本研究グルー

プは、その安定性から応用が期待される固体の細胞外電子伝達物質として、あらゆる pH で不溶の固体

腐植物質ヒューミン[1]を見いだし、固体腐植ヒューミン中の酸化還元に関わる元素を明らかにすること

を目的として研究を進めている。今回は、固体腐植に含まれるイオウに着目して XAS 測定を行った。

BL6N1 での測定は初めて行うことから、実験方法の検討を行った。 

 

2．実験内容 

固体腐植ヒューミン中のイオウ含量は 30～50g/g 程度であり、高感度分析が必要であるため、ヘリウ

ム大気圧条件下での蛍光収量法を採用し、イオウの K-edge を測定した。粉末状固体腐植ヒューミンの

表面イオウ濃度を高めるために、固体腐植ヒューミン粉末をペレット化して測定に供試した。固体腐植

ヒューミン試料は酸化型と還元型の 2 種を用意した。窒素雰囲気の嫌気チャンバー内で、電気化学的酸

化還元処理し、乾燥、ペレット化したものをサンプルプレートに両面カーボンテープで貼り付けた。輸

送中はサンプルプレートをトランスファーベッセルに入れ大気中酸素から遮断した。標準試料としてシ

ステインおよびシスチンを、窒化ボロンで1:10および1:20で希釈し、ペレット化[2]したものを用意した。 

 

3．結果および考察 

標準試料の希釈率は 1:20 が測定に適してい

た。システイン（還元型）とシスチン（酸化型）

の違いが反映されたスペクトルが得られ、過去

のシンクロトロンセンターでの測定結果と一

致していた。今後は、標準試薬は、この比率を

採用する事とした。続いて酸化型と還元型の固

体腐植ヒューミンを測定したところ、有機イオ

ウのピーク（2472eV）と硫酸イオンのピーク

（2482eV）が観察されたが、酸化還元による

違いは不明瞭であった。今後、多様な硫黄酸化物を含む標準試料を用意して比較検討を行う計画である。 
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Fig. 1  Sulfur K-edge of Cysteine (standard sample) 

 

 


